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１．研究計画の概要 

これまで、慢性脳静脈圧亢進モデルから実

験的に硬膜動静脈奇形を発生させ、静脈洞内

圧亢進状態が慢性的に持続することにより

硬膜動静脈瘻が形成されることを血管撮影

で形態学的に評価し，同部位での血管新生因

子 で あ る Vascular Endothelial Growth 

Factor （VEGF）の発現を確認した。VEGF が

病的な血管新生を促進し，硬膜動静脈瘻の発

生に関わるものと推察された。血管新生因子

が脳静脈性虚血にどのように影響している

かを検討する。 

 

２．研究の進捗状況 

脳静脈梗塞において、血管新生因子である

VEGF が及ぼす影響を検討し、脳静脈梗塞にお

いて、VEGF が脳浮腫及び梗塞巣が縮小させ、

脳保護効果のあることが証明した。 

 

３．現在までの達成度 

脳静脈梗塞において、VEGF が脳浮腫及び梗

塞巣が縮小させ、脳保護効果のあることが証

明された。 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後は、脳硬膜動静脈瘻の治療への応用を

視野にいれた基礎的研究を行う予定。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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